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著
者
等
口
臼
は
金
岡
式
火
力
乾
燥
機
に
よ
り
て
玄
米
の
乾
燥
を
賓
験
し
て
、
次
の
如
き
最
終
的
結
果
を
得
た
り
。

て
乾
燥
機
内
の
熱
風
温
を
最
初
揖
氏
三
五
度
と
た
し
、
漸
共
に
下
げ
て
二
五
度
位
に
た
し
て
、
米
温
を
一
一
一
一l
ニ
一一
一度
に
保
つ
を
遁
賞
た

h
y
とが，。

.

二
、
乾
燥
機
内
に
玄
米
を
成
可
く
静
止
ぜ
し
め
、
時
K

短
時
間
移
動
す
る
を
可
念
り
と
し
、
三
十
分
乃
至
一
時
間
毎
に
一

l
二
分
間
緩
徐
に

移
動
せ
し
む
る
を
遁
首
と
念
す
。

三
、
玄
米
に
b
T
量
の
乾
燥
籾
殻
を
混
合
し
て
、
火
力
乾
燥
機
に
入
れ
て
乾
燥
す
れ
ば
、
玄
米
&
よ
く
乾
燥
す
る
の
み
た
ら
歩
、
肌
擦
を
少
〈

ず
る
効
呆
あ
り
。
向
乾
燥
後
に
一
夜
籾
殻
混
合
の
ま
L
放
置
す
れ
ば
、
米
を
更
に
よ
く
乾
燥
す
。



四
、
以
上
の
要
領
に
て
、
水
分
合
費
約
一
五
%
の
米
を
六

l
七
時
間
乾
燥
す
れ
ば
、
平
均
一
時
間
に

0
・コ
一
係
絵
の
水
分
含
量
を
低
減
し
て

玄
米
の
火
力
乾
燥
斌
厳
ハ
一
一
一
〉

四
九

六
l
七
時
間
に
て
水
分
合
量
を
二
dn徐
低
下
す
ぺ
し
。

し
山
も
胴
割
米
の
成
生
を
殆
ん
ど
防
ぎ
得
ぺ
く
、
色
樺
の
費
化
は
極
め

τ軽
徴
に

し
て
、
乾
燥
の
結
果
は
良
好
な
り
。
さ
れ
ど
容
積
重
の
増
加
を
見
る
と
同
時
に
、
容
量
の
減
少
は
免
か
れ
や
。

大
量
に
玄
米
の
火
力
乾
燥
を
行
ふ
に
は
.
乾
操
機
に
依
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
が
、
そ
の
乾
燥
要
領
は
右
の
結
果
に
よ
れ
ば
十
分
た
り
と
す
.

さ
れ
ど
各
農
家
が
玄
米
を
乾
燥
す
る
必
要
あ
る
時
は
、
火
力
乾
燥
機
に
よ
る
よ
り
も
、
今
日
一
般
に
普
及
せ
る
煉
決
用
の
簡
易
火
力
乾
燥
室

に
よ
る
を
便
な
り
と
す
べ
し
.
呆
し
て
然
ら
ば
、
そ
の
乾
燥
盆
の
温
度
を
如
何
に
保
つ
べ
き
か
は
別
に
試
験
せ
ぢ
れ
ば
明
か
な
ら
歩
。
火
力

乾
燥
機
の
熱
風
温
を
そ
の
ま
L
乾
燥
室
温
に
嘗
つ
べ
か
ら
ざ
る
ぺ
し
・
よ
り
て
本
研
究
に
於
て
は
、
乾
燥
室
に
よ
る
玄
米
乾
燥
に
つ
き
て
試

験
し
て
、
そ
の
賓
施
要
舗
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
。

向
比
較
の
鴛
め
、
籾
米
の
乾
坤
を
も
併
せ
行
ひ
た
る
放
に
附
記
し
た
り
。

-
-
、
般
物
簡
易
火
力
乾
燥
室

本
試
践
に
用
ひ
し
乾
燥
室
は
、

一
般
に
行
は
る
L
如
く
金
傾
斜
壁
と
た
し
、
左
右
雨
側
に
壁
に
滑
ひ
て
重
ね
欄
を
九
段
宛
設
け
、
又
市
甲
山
穴

に
地
下
を
五
O
m
だ
け
掘
り
下
げ
て
煉
炭
を
焼
く
と
と
h

な
し
、
四
隅
に
近
く
屋
上
に
通
告
y

る
煙
突
を
設
け
て
、
通
風
を
自
由
に
・
な
し
た
る

も
の
た
り
。
室
の
大
き
は
間
口
奥
行
共
に
二
・
六

m
、
高
さ
二
・コ
否
、
棚
は
こ

O
l一一四
m
t
q
隔
て
h

九
段
に
設
け
、
左
右
に
て
十
八
段
と
た

し
、
各
段
に
養
竃
用
竹
賓
子
を
架
し
、
そ
の
上
に
英
直
を
愈
き
、
各
欄
に
玄
米
を
厚
さ
一

m
徐
に
て
一
斗
宛
摘
げ
た
り
。
姐
の
上
三
O
叩
の

c
 

成
に
鱗
板
を
張
り
・
熱
風
が
左
方
に
分
れ
て
各
欄
の
聞
に
行
き
渡
ら
し
む
る
様
に
袋
置
し
た
り
。
詳
細
は
第
一
圃
及
寝
毘
の
如
し
.
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車E燥室の内部紋況

友右に乾燥捌を設け米を繊く・。

地下を掘り下げ煉炭を燃焼す。

炭火上に鎗僚を張る、但し一枚を除き.c内部を示す。
資~中1'1乾繍寒暖計の他に自記容媛計及び自記潟度計を中央に吊
るし?こP。



ザ
晶
、
試
験
の
方
法

前
述
の
乾
燥
室
に
於
て
、
各
欄
に
玄
米
そ
一
斗
宛
揖
げ
、
そ
の
重
量
を
漁
め
測
定
し
置
き
た
り
。
室
の
中
央
に
自
記
寒
暖
計
並
に
掲
度
計

を
吊
る
し
、
向
ガ
ラ
ス
窓
に
接
近
し
て
、
別
に
乾
漁
球
を
備
へ
て
、
室
温
を
観
測
し
た
り
。
共
に
玄
米
の
温
度
を
測
る
矯
め
に
、

一
側
の
棚

の
下
よ
り
一
段
置
き
に
、
即
ち
下
方
よ
り
散
へ
て
、

一
、
三
、
五
、
七
、
九
段
の
玄
米
中
に
寒
暖
計
を
挿
入
し
て
、
聾
問
、
午
前
九
時
よ
り

玄
米
の
火
力
舵
燥
試
駿
会
一
一
v

主Z

午
後
五
時
迄
毎
時
間
と
れ
左
調
官
賞
し
た
り
。
夜
間
は
翻
測
せ
ざ
り
し
。

各
欄
の
燕
費
量
を
比
較
す
る
矯
め
に
、
傑
九
m
の
シ
ャ
ー
レ
に
燕
溜
水
二
Oα
宛
入
れ
て
、
各
棚
心
中
央
の
米
の
居
中
に
入
れ
、
別
に
標

準
(
釘
照
〉
と
し
て
、
屋
外
百
葉
箱
中
に
、
同
じ
き
シ
ャ
ー
レ
を
二
佃
誼
き
た
り
。
か
く
し
て
試
験
の
前
後
の
軍
量
の
遂
に
よ
り
て
燕
費
量
を

向
し
、
そ
の
比
較
散
を
得
た
り
。

煉
茨
に
酷
火
し
た
る
後
、
室
を
閉
ぢ
、

一
重
夜
放
置
し
た
る
後
開
崩
し
、
棚
毎
に
玄
米
を
取
り
出
し
、
そ
の
重
量
及
び
容
量
を
測
定
し
、

そ
の
内
よ
り
少
量
の
試
料
を
採
り
て
、
ホ
ツ
フ
マ
シ
水
分
検
定
器
に
よ
り
て
水
分
含
量
を
測
り
、
猫
乙
製
四
分
一
立
容
積
軍
測
定
器
に
て
容

積
重
を
調
査
し
、
且
つ
色
津
、
胴
割
米
歩
合
、
費
芽
歩
合
等
を
検
査
せ
り
。
か
く
し
て
昭
和
十
二
年
て
二
、
三
月
の
聞
に
、
玄
米
及
び
観

米
を
用
ひ
て
賓
験
を
練
り
越
す
と
と
十
二
固
な
り
。

回

、

玄

米

乾

燥

責

験

其

ィ
、
試
料
及
び
方
法



玄
米
の
火
力
乾
燥
試
厳
〈
一
一
一
以

営
研
究
所
産
の
雄
町
を
試
料
と
せ
り
。
そ
の
水
分
台
設
は
一
六
%
な
り
。
各
棚
に
一
斗
宛
を
繍
げ
、
合
計
一
回
の
乾
燥
量
を
一
石
八
斗
と

五

た
せ
り
。
室
温
は
最
高
を
嬬
氏
四

O
度
に
な
し
、
昭
和
十
二
年
一
月
十
三
日
午
前
九
時
に
始
め
、
十
四
日
午
前
九
時
迄
乾
燥
し
た
り
。

室の温度.漁度並に玄米の温度〈揖氏〉第一表

度l棚]Iぷ出可槻9
aoc 
34.5 

78% 

40 

室温

6.500 

40 

項

最 初

乾燥中の最高温
及び最低濃度

最後(24時間後〉

事査調

14.0 72 11.5 

ロ
、
結

果

此
官
験
中
に
於
け
る
乾
燥
室
の
温
度
、
漁
度
及
び
玄
米
の
温
度
を
見
た
る
に
、
第

一
衰
の
関
係
を

一周十三日豊島、午前十時の気温は5"0.潟度は65%なり。

認
め
た
り
。
向
毎
時
閣
の
温
度
は
問
表
一
に
掲
げ
た
り
。

備考

乾操米の性根

米の性朕 初
乾燥後

宮
初1(最下)1M5(中央〉

水分含量(%) 16.0 11.8 12.9 

胸間米歩合(%) 31.1 37.8 35.5 

容1積/霊41の重量g 212.5 215.7 215.3 

第二支

か
く
し
て
乾
燥
の
結
果
、
玄
米
の
性
散
は
第
二
衰
の
如
き
を
認

め
た
り
。

煉
茨
二
個
に
て
慢
め
た
る
が
、
室
温
は
日
升
り
て
、
六
時
間
後
に

揖
氏
四
O
度
に
撞
し
、
以
後
一
、

二
時
間
を
経
て
逐
共
に
低
下
し
、

二
十
四
時
間
後
に
は
一
一

・
五
度
に
な
り
た
り
。

叉
漁
度
は
そ
の

減
少
が
速
か
に
し
て
、
煉
炭
堂
入
れ
て
四
時
間
を
粧
る
や
殆
ん
ど

最
低
に
遣
し
、
八
時
間
後
に
は
極
め
て
僅
宛
上
昇
し
て
、
元
に
近

く
な
り
た
り
。

共
に
玄
米
温
度
は
、
八
時
間
後
に
三
六
・
五
度
に
達
し
た
る
が
、

大
約
之
を
最
高
温
と
見
倣
し
得
べ
〈
、
以
後
漸
次
低
下
し
、
廿
四
時

明
後
に
は
一
四
・
五
置
に
た
り
た
り
。
右
A
V

如
〈
玄
米
温
が
三
六・



五
度
に
迄
上
昇
せ
し
は
.
以
前
に
行
ひ
し
機
械
乾
燥
の
成
績
に
比
較
す
れ
ば
、
高
き
に
過
ぐ
る
も
の
に
し
て
、
機
械
乾
燥
の
時
に
は
米
温
乞

二
一
丁
二
三
度
に
保
つ
を
遁
嘗
た
り
と
せ
え
き
れ
E
後
に
述
ぷ
る
が
如
く
、
機
械
乾
燥
に
比
し
て
室
内
乾
燥
は
乾
燥
能
率
が
低
く
約
三
分

の
一
に
過
ぎ
ざ
る
故
に
、
白
か
ら
温
度
を
高
く
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
た
り
。

玄
米
の
水
分
は
第
二
表
に
よ
れ
ば
、
水
分
含
量
二
ハ
d
m
よ
り
最
低
部
の
棚
に
於
て
、

一
一
・
八
%
に
迄
、
中
部
の
棚
に
て
は
梢
多
く
し
て

一
二
・
九
%
に
迄
乾
燥
し
た
り
。

胴
割
米
歩
合
は
第
二
表
に
よ
れ
ば
、
下
段
に
於
て
六
・七
係
、
中
段
に
於
て
四
・
四
%
増
加
し
た
り
。
か
く
胴
割
米
を
生
じ
た
る
は
、
乾
燥

時
の
米
温
が
高
き
錫
め
た
り
。

容
積
重
は
乾
燥
後
に
増
加
し
た
り
。
之
は
乾
燥
結
果
の
良
好
な
る
を
示
す
た
り
。

色
樽
は
乾
燥
後
に
多
少
赤
く
着
色
し
た
る
が
如
を
も
、
敢
て
著
し
き
も
の
に
あ
r
長
。
且
つ
穀
粒
は
静
止
せ
る
故
に
肌
操
を
生
宇
る
と
と

も
な
く
、
色
津
良
好
に
し
て
、
し
か
も
営
初
よ
り
も
光
揮
を
増
せ
る
が
如
し
・

容
量
の
費
化
を
見
る
に
、
始
め
一
石
八
斗
の
玄
米
が
乾
燥
後
に
七
升
七
合
(
四
・二
八
%
〉
b
L

減
じ
た
り
。
叉
重
量
の
安
化
を
見
る
に
、
始
め

二
七
五
・四
勾
あ
り
し
玄
米
が
、
乾
燥
に
よ
り
て
一

0
・
三
八
同
を
減
じ
た
る
故
に
、
乾
燥
械
は
一
ニ
・七
七
dw
た
り
。

水
分
一
六
d
n
の
米
が
二
十
四
時
間
後
に
二
七
五
・
四
回
よ
り
一

0
・一
ニ
八
同
の
水
分
を
失
ひ
た
る
故
に
、
乾
燥
後
の
米
金
帽
の
水
分
含
量
は

戎
式
に
よ
り
て
一
二
・
七
%
な
る
を
知
る
。
よ
り
て
一
ニ
・二
九
%
を
低
下
せ
し
故
に
、
平
均
一
時
間
に

0
・
一
四
dw
宛
水
分
含
量
dw
や
減
ぜ
し

た
り
。
よ
り
て
機
械
乾
燥
に
比
し
そ
の
能
率
は
低
く
し
て
、
二
分
の
一
に
及
ば
歩
。

M
4
2
x
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v
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玄
米
の
火
力
乾
燥
試
験
ぺ
一
号

玉

、

玄

米

韓

燥

賓

馳

ィ
、
試

料

及

び

方

法

室の温度.漁度並IC:玄米の温度(揖氏)

調
玄米の温度

概 1I棚3I棚o，棚 7I棚 9
400 

29.5 

400 

31.5 

76~f> 

漏度

39 

室温

400 

吋
12・01

第三表

最初

乾燥中の最高温
及び最低漏度

最後(24時間後〉

項事査

11.0 12.0 51 

其

五
回

試
料
は
前
回
に
同
じ
く
、
雄
町
を
用
ひ
、
そ
の
水
分
合
量
は
一
五
・
四
%
た
り
。
又
乾
燥
の
方
法
は
前
日
い

一周廿六日晴、午前十時の気温は700、調度65%。備考

乾燥米の性吠

乾燥後

I IJ 1 I槻5 恒_91_!竺
初…τ
 

米の性伏

14.0 

34グ

213.8 

13.0 

37.5 

214.6 

却.3

15.4 

212.9 

水分含量(%)

胴鮒米歩合(%)

容積震
1/41の重量百

同
じ
け
れ
E
、
室
温
を
約
五
度
低
め
た
り
。
昭
和
十
二
年
一
月

二
十
六
日
午
前
九
時
よ
り
二
十
七
日
午
前
九
時
迄
乾
燥
し
た
り
。

て
結

果

乾
燥
賓
験
の
結
果
は
第
一
二
、
四
表
の
如
し
。
〈
附
表
一

v

乾
燥
七
時
間
後
に
室
温
は
約
最
高
三
問
・
五
度
、

場
度
は
最

低
三
九
d

刊
に
濯
し
、
叉
玄
米
温
は
八
時
間
後
に
大
約
最
高
に
達

し
た
る
が
如
く
し
て
一
二
0
・
五
度
を
示
し
た
り
。

前
回
に
比
し
、
室
温
が
低
く
、
従
っ
て
米
温
も
低
く
、
矯
め

に
乾
燥
能
率
は
小
伝
り
。
始
め
二
七
五
同
の
玄
米
が
六
・五
回
同

を
減
ぜ
し
故
に
、
そ
の
乾
操
械
は
二
・一
ニ
八
%
に
し
て
、
前
回

に
比
し
て
小
た
り
。
向
乾
燥
米
金
慢
の
水
分
は
、
計
算
に
よ
り

て
一
一
子
三
四
%
な
る
故
に
、
廿
四
時
間
に
ニ
・
O
六
d
n
b
t
低
下

‘し

一
時
間
毎
に
僅
か
に

0
・
0
八
五
dw宛
を
低
下
せ
し
割
合



な
る
放
に
、
乾
燥
能
力
は
甚
だ
小
た
り
。

一
石
七
斗
五
升
二
合
ゑ
り
し
放
に
、
四
升
八
合
を
減
じ
、
そ
の
乾
燥
誠
は
二
・

次
に
容
量
を
見
る
に
、
始
め
一
石
八
斗
な
り
し
も
の
が
、

室の温度、漁度並に玄米の温度(掃氏〕

玄米の温度
調査事項 室温 濃度

棚1I棚3I棚5I棚7'I棚9

最初|………
乾及燥び最中低の糠最度高温 沼.3I 41 I 29.0 27.5 I 28.5 I 28.3 I 27.5 I 

最後(24時間後〉 145 臼 15.0I 15・oI 15.0 I 15.0 I 14.0 I 

第五衰

玄
米
の
火
力
障
再
録
試
厳
(
一
一
一
)

六
七
%
た
り
。

胴
割
米
歩
合
は
下
段
の
棚
に
多
し
。
温
度
低
く
、
乾
燥
能
率
は
小
な
り
し
も
、
胴
割
米
歩
合
は
割

合
に
多
き
を
認
め
、
平
均
四
・
四
%
の
鯛
割
米
歩
合
が
増
し
た
り
。

容
積
重
は
米
の
乾
燥
の
篤
め
少
し
く
婚
加
し
た
り
。

廿7¥日午前十時の気温500.満度75%

穴

、

玄

米

乾

燥

賓

験

其

ィ

、

試

料

及

び

方

法

一
方
の
側
の
欄
に
は
前
と
閉
じ
く
雄
町
を
用
ひ
た
る
も
、
他
の
側
の
棚
に
は
混
合
米
ぞ
用
ひ
た
り
・

調
査
は
多
く
後
者
に
よ
り
た
り
。
乾
燥
温
度
は
前
回
よ
り
も
向
少
し
く
低
く
し
て
、
室
温
の
最
高
を

大
約
コ
コ
ニ
・
一
二
度
に
止
め
た
り
。
従
っ
て
米
温
も
低
し
、
昭
和
十
二
年
一
月
廿
八
日
午
前
九
時
に
始

め
廿
九
日
午
前
九
時
に
移
り
た
り
。

ロ
、
結

果

備考

乾
燥
室
の
温
撤
廃
及
び
米
の
温
度
は
第
五
表
の
如
し
。
〈
附
表
一

v

乾
燥
室
の
温
度
は
八
時
間
後
に
大
約
最
高
に
遣
し
、

そ
の
時
玄
米
温
は
約

三
三
・
コ
一
度
を
示
し
、五

五



玄
米
の
火
力
乾
燥
試
睡
眠
門
一
一
一
v

玄
六

二
八
度
、
室
の
漁
度
は
四
一
併
な
り
。

玄
米
の
性
棋
は
第
六
表
の
如
し
。

卒均

14.3 

44.3 

215.3 

乾燥米の性欣第六表

乾

1 I棚 5
初米の性伏
朔

14.0 

44.7 

215.5 

16.6 

39.3 

包2.3i 

水分含量(%)

胴割米歩合(%)

容自貴重
1/4 1の軍軍g

日
午
前
九
時
に
終
り
た
り
。

始
め
二
七
六
・
二
一
同
の
玄
米
を
乾
燥
し
た
る
に
二
六
八
・
五
五
同
に
な
り
て
、

七
・
五
七
同
を
減
じ

た
る
故
に
、
そ
の
乾
燥
減
重
は
二
・
七
四
似
た
り
。
而
し
て
計
算
に
よ
れ
ば
乾
燥
の
矯
め
金
慌
の
米
の

水
分
含
量
は
一
四
・
二
四
dw
に
た
り
て
こ
・
一
二
六
%
を
低
下
し
た
り
。
よ
り
て
一
時
間
平
均
に
て

0
4
0

九
九
係
宛
低
下
せ
し
割
合
た
り
。
故
に
そ
の
乾
燥
能
率
は
前
回
よ
り
は
梢
可
た
り
。

始
め
容
量
一
石
八
斗
の
も
の
が
、
乾
燥
後
に
一
石
七
斗
五
升
に
な
り
て
、
五
升
そ
減
ぜ
し
故
に
、
二
・

七
八
%
の
乾
燥
減
た
り
。

胴
割
米
歩
合
の
増
加
は
約
五
dm
に
し
て
、
前
二
固
に
似
た
り
。

容
積
重
は
乾
燥
に
伴
ひ
て
増
加
せ
り
@

七

、

玄

米

韓

燥

賓

臆

某
四

ィ

、

試

料

及

び

方

法

研
究
所
産
の
混
合
米
を
試
料
に
供
せ
り
。
そ
の
水
分
は

一
六
・
八
%
な
り
。
乾
燥
方
法
は
前
聞
に
同

じ
き
も
、
煉
炭
の
燃
焼
十
分
注
ら
ざ
り
し
。
昭
和
十
二
年
一
月
対
日
午
前
九
時
に
乾
燥
を
始
め
、
品
川
一



て
結

果

乾
燥
試
験
の
結
果
は
第
七
、
八
表
の
如
し
。
(
附
表
一
)

室の温度.漁度並I'G玄米の温度(揮氏)

500 

Z7.5 

第七表

調

最初

乾燥中の侵高温
及び長低割高度

最後(24時間後〉

項事蓋

玄
米
の
火
力
障
乾
燥
試
厳
ハ
一
一
一
ν

米
温
は
約
二
八
・
五
度
に
て
最
高
に
建
し
、

12.5 

七
時
間
後
に
室
温
は
大
約
最
高
に
濯
し
三
三
度
に
な
り
。

漏
度
は
四
八
%
に
て
最
低
に
た
り
た
り
。
乾
燥
後
の
米
の
性
献
は

一用対日午前寸博の祭温600備考

乾燥米の性紙

後

2ji均棚 9

15.0 

52.7 

215.4 

15.4 

214.9 

52.4 

第八表

(瞥調査事項

水分含量(%)

嗣倒米歩合(%)

容積.
1/4lの軍量g

第
八
衰
の
如
し
・

右
の
賞
験
に
於
て
は
、
米
の
乾
燥
能
率
は
十
分
た
ら
歩
。
乾
燥

.前
二
七
四
・
六
八
回
の
米
が
乾
燥
に
よ
り
て
二
六
八
・
七
O
切
に
な

り
て
五
・
九
八
切
を
按
じ
、
共
重
量
減
は
二
二
八
%
な
り
。
而
し

て
計
算
に
よ
れ
ば
乾
燥
米
金
髄
の
水
分
含
量
は

一
四
・
九
五
M
m
な

る
故
に
、
水
分
含
量
一
・
八
五
d
n
b
L
低
下
し
、

一
時
間
平
均

0
・。

七
七
%
宛
を
低
下
し
た
る
た
り
。
故
に
其
乾
燥
能
事
は
小
た
り
。

容
量
は
一
石
八
斗
に
つ
き
六
升
四
A
口
を
滅
ぜ
し
放
に
、
乾
燥
減

は
一
ニ
・五
六
%
な
り
。

胴
割
米
歩
合
は
四
・
一
二
%
増
加
し
た
h
y
。
容
積
重
も
亦
増
加
せ

り
大
憶
に
於
て
貰
験
其
三
に
同
じ
.

五
七



玄
米
の
火
力
乾
燥
試
駿

2
一一以

八

、

玄

米

乾

操

賓

駿

其
五

ィ

、

試

料

及

方

法

室の温度.掛度並に玄米0温度〈掃氏〉

務項|蝿|融 玄米の温度

棚1I棚3I概5I棚7I棚9

最 初 6.00C 72%1 500 

回d lEd5| 山何
及乾燥び申最の低漏最度高温 34.5 41 I 33.0 

最後(24時間後J 12.3 52 I 12.5 

第九表

研
究
所
産
混
合
米
を
用
び
、
そ
の
水
分
含
量
は
一
五
・

五
%
た
り
。
方
法
は
前
に
同
じ
。
昭
和
十
二
年
三
月
一
一
一
日

午
前
九
時
よ
り
四
日
午
前
九
時
迄
乾
燥
し
た
り
。

ロ
、
結

果

乾
燥
試
験
を
行
ひ
た
る
時
の
、
温
度
並
に
米
の
怜
寂
は

第
九
、
十
表
の
如
し
。
〈
附
表
ニ
v

二局三日の祭温午前十時6.50C.

室
温
並
に
米
温
共
に
七
、
八
時
間
後
に
最
高
に
達
し
た

り
。
容
量
一
石
八
斗
中
七
升
三
A
口
誠
に
つ
き
、
そ
の
乾
燥

減
は
四
・

o-ハ
M
た
り
。
又
重
量
は
初
め
二
七
五
・
五
八
同

た
り
し
も
の
が
、
乾
燥
後
二
六
八
・=
一
一
切
に
去
っ
て
、

七
・
二
七
同
を
減
ぜ
し
故
に
、
そ
の
減
少
は
二
・
六
四
%
た

hv
。
而
し
て
乾
燥
後
の
水
分
含
量
は
、
計
算
に
よ
り
て
一

備考

一
三
二
%
な
る
ぞ
知
る
が
故
に
、
二
-二
九
併
を
低
下
し

平
均
一
時
間
に
つ
き

0
・
0
九
五
係
宛
を
低
下
し
た
り
。

五
九

乾燥米の性根

調
卒均

13.7 

38.1※ 

後燦乾

l棚 5

第十表

[一一1棚 i
15.5 

36.6 

項

水分含量(%)

関剣米歩合(%)

容積蜜
1/4lの重量再

高慎査

216.1 

※5段を除きて卒均。



胴
鶴
来
歩
合
は
最
下
段
に
が
、
て
三
・六
併
を
増
し
た
る
が
、
上
部
の
段
に
於
て
は
左
程
増
加
を
見
ぎ
り
し
。
平
均
一

・
五
%
の
増
加
に
過
ぎ

ざ
り
し
故
に
、
今
迄
の
乾
燥
貰
験
に
於
て
は
胴
割
米
歩
合
の
費
生
は
最
も
少
た
し
。

項事査調

35.0 

最初

乾燥中の最高温
及び最低潟度

最後(24時間後〉 16.0 

二周五日午前十熔の気温aoc備考

玄
米
の
火
力
乾
燥
試
鎗
会
一
v 乾燥米の性歌

13. 

39. 

第十二表

水分含量(%)

鯛樹米歩合(%)

容積宣
1/41の重量g

項事査調

丸

、

玄

米

乾

燥

賓

艶

其
六

ィ

、

試

料

及

び

方

法

貰
験
共
五
に
同
じ
。
昭
和
十
二
年
二
月
五
日
午
前
九
時
に
始
め

六
日
午
前
九
時
に
終
り
た
り
。

ロ
、
結

果

右
の
結
果
、
温
度
並
に
米
の
性
放
は
第
十
一
、
十
二
表
の
如
し
。

(
附
表
二
V

七
時
間
後
に
室
温
は
最
高
に
遣
し
て
、
四
了
五
度
、
玄
米
温
は

八
時
間
後
に
大
約
最
高
に
遣
し
た
る
が
如
く
三
五
度
と
た
り
、
又

描
度
は
七
時
間
後
最
低
を
示
し
て
三
八
似
た
り
。

始
め
玄
米
は
二
七
六
・
二
八
回
た
り
し
も
の
が
、

乾
燥
後
に
二

六
七
・

o-ハ
い
刊
に
た
り
て
、
九
・
二
二
切
を
減
じ
た
り
。
よ
っ
て
そ

の
減
少
は
一
二
・一
ニ
四
併
左
り
。
叉
計
算
に
よ
れ
ば
乾
操
米
金
慢
の

五
九



玄
米
A
U

火
力
乾
燥
試
厳
門
一
一
一
u

水
分
は
二
ニ
ニ
併
な
る
故
に
、
水
分
合
量
は
二
・
九
件
を
低
下
せ
り
か
而
し
て
、

一
時
間
平
均
に
て

0
・
二
一

-μ
宛
を
低
下
し
た
り
。
よ
h
p

大o. 

て
そ
の
乾
燥
能
率
は
是
迄
の
賢
験
に
比
し
て
大
な
る
を
知
る
。

12.5 

第十三表

彊

最初

乾燥中の録高温
及び最低漏度

録後(24時間後〉

事査

備考

調

乾燥米の性歌 ・第十四表

項

水分含量(%)

蹴倒米歩合(%)

容積蜜
1/41の重量g

事査調

の
乾
燥
誠
は
四
・
三
九
併
な
り
。

容
量
一
石
八
斗
に
つ
き
七
升
九
A
同
そ
減
じ
た
る
に
つ
き
、
そ

胴
割
米
は
相
官
に
増
加
せ
り
。
・
平
均
一
一
一
九
・
九
併
な
る
故
に

約
克
併
を
増
加
し
た
り
。

容
積
軍
は
少
し
く
増
加
せ
り
。

-
O、
玄
米
乾
燥
賓
験

ィ

、

試

料

及

方

法

其
七

前
回
と
同
じ
試
料
に
て
、
昭
和
十
二
年
二
月
八
日
午
後
五
時

橋
氏
三
六
度
に
た
し
た
り
。

よ
り
翌
日
午
後
五
時
迄
二
十
四
時
間
乾
燥
せ
り
。
室
温
最
高
を

ロ
、
結

果

温
、
漁
度
及
び
米
の
性
献
は
第
十
三
、
四
表
の
如
し
。

附

表
二
v



と
の
賓
験
に
於
て
、
室
温
は
七
時
間
後
に
最
高
三
六
度
、
漁
度
は
四
時
間
後
に
最
低
三
六
%
に
な
り
た
り
。
玄
米
の
最
高
温
度
や
砲
測
し

能
は
ぎ
り
し
も
、
是
迄
の
貰
験
例
に
比
し
て
、
第
五
段
が
三
一
度
位
な
り
し
友
ら
ん
。

玄
米
二
七
六
・四
六
切
が
乾
燥
に
よ
り
て
二
六
八
・
九
五
同
に
な
り
て
、
七
・
五
一
切
を
減
ぜ
し
故
に
、
重
量
減
は
ニ
・七
二
u
m
た
り
。
又
計

算
に
よ
れ
ば
、
乾
燥
米
の
水
分
合
量
は
一
三
・
六
五
%
に
し
て
、
二
・
コ
一
五
dwを
低
下
せ
る
放
に
、
平
均
一
時
間
に
つ
き

0
・
0
九
四
%
宛
を

減
少
し
た
り
。玄

米
の
火
力
乾
燥
訟
喰
円
一
一
一
}

大

一
石
八
斗
に
つ
き
六
升
八
合
を
減
じ
た
る
故
に
そ
の
乾
燥
減
は
一
ニ
・
七
八
dw
た
り
。

容
積
重
は
少
し
く
上
昇
し
、
品
質
は
良
好
な
り
。
胴
割
米
は
約
一
一
一
必
増
加
し
た
り
・

-
-
、

玄

米

乾

燥

賓

襲

其
入

ィ

、

試

料

及

方

法

試
料
は
前
回
に
同
巴
。
二
月
十
七
日
午
前
零
時
に
乾
燥
を
始
め
、
翌
朝
九
時
よ
り
玄
米
温
度
を
調
益
し
た
り
。
昭
和
十
二
年
二
月
十
七
、

八
日
に
貰
験
せ
り
。

ロ
、
結

果

乾
燥
温
度
並
に
米
の
梓
痕
は
第
十
五
、
十
六
去
の
如
し
0

(

附
去
二
)

九
時
間
後
に
室
温
三
五
・五
度
、
玄
米
温
三

0
・
五
度
、
漁
度
三
八
dw
を
一
不
し
大
り
。
最
高
温
度
よ
り
少
し
く
低
く
最
低
漁
度
よ
り
或
は
高

か
・
り
し
た
ら
ん
。



.第十五表室の温度.滋度並に玄米の温度(揖氏〉

I~~I~~I 玄米の温度室温|漏度 I

t 最 初 l 吋的，~I 6.5od 6.500~ 6.5001 8.5001 u.50 
乾燥中の最高温 |釈 R
及び最低請書度 l 山 U

最後(剖時間後) 1 14.0 

項E事査調

玄
米
の
火
力
乾
燥
試
厳
会
一
)

30.5 

13.0 

二月十七日午前十時の気温500

位燥米の性欣

調査事項 常初
初 1I棚 5I初 9I卒均

水分含量C%) 15-5 12.5 13.1 13.5 

腕制米歩合C%) 担.0 35-0 36.1 お.7 34.9 

容積1/章41の重量g 215.0 216.9 217.0 216.0 216.6 

六

玄
米
二
七
六
・
一一一五
U
が
乾
燥
に
よ
っ
て
二
六
人
・
四
四
切
に
な

り
て
、
乞
・
丸
一
同
を
減
ぜ
し
故
に
、
そ
の
減
少
は
こ
・
八
六
dw
な

り
。
叉
米
の
水
分
は
計
算
に
よ
っ
て
二

一ニ・
O
一
%
な
る
を
知
る

が
放
に
、
そ
の
低
下
は
二
・
四
九
dm
に
し
て
、
一
時
間
平
均

0
・

O
四
%
な
り
。
乾
燥
能
力
は
梢
大
た
り
。

容
量
は
一
石
八
斗
に
つ
き
八
升
五
合
邸
ち
四
・
七
二
%
減
少

せ
り
。
胴
割
米
の
増
加
は
割
合
に
少
し
、
平
均
約

了
九
%
の
増

備考

第十六表

加
に
過
ぎ
や
。
容
積
重
も
多
少
増
加
せ
り
。
米
の
品
質
は
良
好
な

り。

---、

玄
米
の
乾
燥
結
果
の
線
描

以
上
八
回
の
玄
米
の
乾
燥
試
験
の
結
果
を
綿
括
し
て
示
せ
ば
、

の
よ
り
順
共
排
列
し
て
、
温
度
が
米
の
性
献
に
及
陪
す
影
響
ぞ
特
に
明
に
せ
ん
と
す
。

第
十
七
衰
の
如
し
。
而
し
て
此
表
に
於
て
は
、
温
度
の
高
き
も

右
八
聞
の
賞
験
に
於
て
は
、
温
度
が
大
腫
近
似
せ
る
故
に
、
乾
操
の
結
巣
に
於
て
も
著
し
き
義
異
た
し
。
只
↑
恨
の
質
験
の
結
果
に
よ
れ
ば
、

室
温
む
最
高
が
四

O
度
以
上
、
米
温
度
三
五
度
に
達
す
れ
ば
、
乾
燥
能
率
は
可
な
る
も
、
胴
割
米
を
抽
唱
す
恐
あ
る
放
に
、
室
温
最
高
配
三
五



第
す
七
表
玄
米
の
乾
燥
賞
験
の
結
巣
一
弾

|
室
滋
濃
度
米
温
蜘
水
分
担
|
酬
締
合
時
川
乾
醐
信
事E

貨
駿
別
[
瓦
函r~-

始|最低|終
始
|
最
高
|
終
始
l
終
|
減
姶
|
終
|
増
始
|
終
|
増
重
量
:
容
量

いjjif
吋
j
l
N
U

一
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36.51
 
14.5!
 
16.0 12.7i 

3.331-1
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212.5! 
215.31 
2.8 13
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印
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216.31 
2.612.72 13.781

 o.
ω
4
 

入
5.0135.5114.01 

69
 1
 38
 1
 52 
6.5
鈎・
5114.0115
.5'
13.01 
2.
泊
.0.34.9:
1.9/ 
215.01
 216.61 
1.61 2.8614.721

 0.1
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O
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玄
米
の
火
力
乾
燥
試
峨
門
一
一
一
〉

燥
機
に
て
乾
か
し
た
る
よ
り
も
結
局
に
於
て
は
よ
く
乾
燥
せ
り
。
卸
ち
水
分
一
六
dw
の
米
を
し
て
こ
・
四
dwだ
け
水
分
を
低
下
せ
し
め
得
る

六
回

室の温度、漁度立をに粗米の温度(揖氏)第十八表 念
品
少
。

室温項

最 初

乾燥中の最高温
及び最低自慢度

最後(24時間後〉

事査調

30.3 40.0 

14.0 13.5 

胴
割
米
歩
合
は
前
衰
の
程
度
な
ら
ば
、
一
三
併
に
過
ぎ
守
し
て
、
乾
操
機
の
結
果
に
同
じ
き
放
に
差
支

備考

平均

213.8 

13.4 

38.7 

後

乾燥米の性放

燥

:> I棚

13.卸 !13.回

|却6
?145;213・0

乾

41.4 

第十九表

項

籾米水分含量%

玄j踊倒米歩合%

'米 l容積重1/41，g

事査調

無
し
。容積

重
は
常
に
増
加
し
、

容
量
も
亦
常
に
減
少
せ
h
y
。

重
量

の
減
少
は
言
ふ
迄
も
た
し
。
而
し
て
容
量
減
は
重
量
減
よ
り
も
常

に
・
だ
な
る
故
、
乾
燥
減
に
よ
る
農
家
の
損
失
を
軽
か
ら
し
め
ん
に

は
、
重
量
取
引
に
よ
る
べ
き
も
の
な
る
と
と
は
、
近
藤
の
以
前
に

指
摘
し
た
る
所
な
り
。

=
晶
、
籾
米
監
燥
賓
験

其

ィ

、

試

料

及

び

方

法

玄
米
乾
煉
に
比
較
す
る
矯
め
に
、
組
米
に
つ
き
て
も
貰
験
せ
り
。

一
段
に
蹟
げ
る
親
米
量
を
ニ
斗
宛
に
し
て
、

一
聞
に
三
石
六
斗
を

乾
燥
せ
り
。
研
究
所
産
の
混
合
粗
米
に
し
て
水
分
含
量
は
一
五
dn

た
り
。
昭
和
十
二
年
二
月
十
九
日
午
前
九
時
牛
よ
り
翌
廿
日
午
前



九
時
半
迄
乾
煉
し
た
り
。

玄
米
の
場
合
に
は
室
温
最
高
四

O
度
の
時
、
玄
米
温
は
三
六
・五
度
に
遣
し
た
る
に
比
し
、
親
米
温
は
低
し
。

と
れ
は
親
量
を
二
倍
に
せ
し

ロ
、
結

果

お
乾
燥
賓
験
の
結
果
は
第
十
八
、
九
表
の
如
し
。
(
附
表
三
}

八
時
間
後
に
室
温
並
に
米
温
は
最
高
、
渦
度
は
最
低
に
達
し
た
り
。
而
し
て
、
室
温
最
高
間

O
皮
の
時
、
籾
米
温
は
コ
二
度
に
過
ぎ
や
。

故
に
、
米
の
暦
が
厚
く
去
り
て
、
中
に
迄
、
熱
が
徹
底
せ
ざ
る
矯
怠
る
か
判
然
せ
や
。

乾
燥
後
の
親
米
水
分
は
二
ニ
・
七
三
d
n
h
仏
る
故
に
、

一
・
三
四
d
n
だ
け
低
下
し
た
り
。
故
に
一
時
間
に
つ
き

0
・
0
五
五
%
宛
低
下
し
る
も

の
に
し
て
、
そ
の
乾
操
能
率
は
小
た
り
。

始
め
三
六
-
・九
一
同
の
楓
米
を
乾
煉
し
た
る
に
、

三
五
六
・一一一

0
・
時
と
去
り
、
五
二
ハ
}
切
を
減
じ
た
る
放
に
、
そ
の
重
量
減
は
一
・
五

五
M
W
左
h
y

。玄
米
の
火
力
量
再
健
裁
量
属
会
一
)

六
五

容
量
三
石
六
斗
に
劃
し
、
七
升
七
合
を
減
ぜ
し
故
に
、
そ
の
乾
燥
減
は
二
二
三
M
W
左
り
。
玄
米
に
比
し
て
小
た
る
は
、
外
側
の
粗
般
が

割
合
に
牧
縮
せ
ざ
る
に
よ
る
注
り
。

胴
割
米
歩
合
の
増
加
は
、
平
均
一
%
に
過
ぎ
ざ
る
放
に
甚
花
少
し
。
而
し
て
玄
米
乾
燥
に
比
し
て
小
た
る
は
、
籾
殻
に
て
包
ま
れ
し
に
因

る
べ
し
。

容
積
重
は
増
加
茜
記
大
注
り
。
乾
坤
前
に
は
概
摺
に
際
し
肌
擦
を
生
巴
、
矯
め
に
甚
だ
小
な
り
し
故
に
、
乾
燥
に
よ
り
て
大
い
に
増
加
せ

し
も
、
結
局
に
於
て
の
容
積
買
は
玄
米
乾
憶
の
結
果
と
堕
ら
ざ
り
し
。
容
積
重
の
増
加
は
粒
画
粒
質
が
響
せ
ら
る
L
と
と
念
く
し

τ、
良
好



玄
米
の
火
力
乾
燥
試
験
(
一
一
一
v

に
乾
燥
せ
ら
れ
し
を
示
す
が
故
に
、
前
の
玄
米
の
乾
燥
も
此
親
米
乾
燥
も
、
共
に
良
好
に
行
は
れ
し
を
示
す
た
h
y
o

機
械
乾
操
に
於
て
は
肌

六
六

棟
及
び
胴
割
を
生
ぜ
し
矯
め
、
容
積
重
の
減
少
せ
し
場
合
あ
り
し
は
、
前
二
回
の
報
告
に
て
明
ら
か
た
り
。

室の温度.滋鹿並に親米の温度〈揖氏)

l-同E員
最初

乾燥中の優高混
及び最低瀬度

最後(24時間後〉

第二十表

E民査調

ニ刃廿五日午前十時の無温1<PC、備考

卒均

後

9 

乾燥米の性紙

燥

5 

第二十一喪

蛍初項車査調

13.0 

214.5 

~.3 

o米水分含量%
玄f関割米多合%
米 l容積重1/41，8

色
樺
米
質
は
良
好
に
し
て
、
肌
擦
も
少
し
。

-回、

粗
米
能
燥
賓
験

其

ィ

、

試

料

及

び

方

法

試
料
は
研
究
所
産
混
合
親
米
に
し
て
、
水
分
一
四
・
六
%
去
り
。

乾
燥
方
法
は
前
回
に
同
巴
。
昭
和
十
二
年
二
月
廿
五
日
午
前
九
時

b
T
よ
り
二
十
六
日
午
前
九
時
半
迄
乾
燥
し
た
り
。

ロ
、
結

果

右
の
結
果
は
第
二
十
、
二
十
一
表
に
示
す
が
如
し
。
(
附
表
三
》

此
賓
臥
酬
に
於
て
は
、
八
時
間
後
に
室
温
四
一
度
、
親
米
温
三
五

に
達
し
て
、
賞
験
其
一
に
比
す
れ
ば
米
温
が
高
ま
り
た
り
。
そ
の

関
係
は
玄
米
温
の
場
合
に
同
じ
。
籾
米
温
三
五
度
は
機
械
乾
燥
の

時
の
適
温
に
等
し
。

乾
燥
親
米
の
水
分
含
量
は
、
計
算
に
よ
れ
ば

一
二
・
七
一
必
な



る
故
に
、

了
三
九
d
w
を
低
下
し
た
り
。

一
時
聞
に
つ
を
平
均
ひ
・
ひ
五
ん
，
停
を
低
減
し
た
り
P

叉
初
め
三
五
八
・
六
二
切
の
粗
米
が
乾
燥
後
三
五

0
・
八
四
い
刊
に
た
り
し
故
に
、
七
・
七
八
山
崎
、
郎
ち
二
二
七
%
そ
減
少
し
た
り
。

容
量
は
三
石
六
斗
に
劃
し
八
升
を
減
じ
た
り
。
故
に
そ
の
乾
燥
誠
は
二
・
二
二
%
に
し
て
、
前
回
に
同
じ
。

第二十二表 室の温度.漁度並に組米の温度(揖氏〉

鎚 l濃度

44.6 

最初

花嫁中の最高温
及び最低禄度

最後(24時間後〉

調査事項

玄
米
の
火
力
乾
燥
試
厳

ハ}一一
ν

15.0 

二男廿七日午前十時の祭温8.600、潟度回.3%備考

平均

11.8 

216.1 

36.8 

乾燥米の性欣第二十三表

調 省初項事査

日.70

担.1

210.1 

現米水分含量，~

玄i間割米歩合%
米 l容厳重1/41，g

胴
割
米
歩
合
は
平
均

τ六
dm
の
場
加
に
過
ぎ
守
し
て
、
良
好

結
果
た
り
。

容
積
重
は
大
に
増
加
せ
し
と
と
前
回
に
同
じ
。

色
津
品
質
は
良
好
な
り
。

-
五
、
籾
米
乾
燥
賓
駿

其

ィ

、

試

料

及

び

方

法

此
貰
験
に
於
て
は
親
米
の
水
分

一
一
二
・
七
%
に
し
て
、
既
に
相

嘗
に
乾
燥
せ
ら
れ
し
も
の
な
り
。
乾
燥
方
法
は
前
に
同
じ
。
昭
和

十
二
年
二
月
廿
七
日
午
前
九
時
四
十
五
分
に
始
め
、
翌
日
午
前
九

時
四
十
五
分
に
終
り
た
り
。

ロ
、
結

果

右
賓
験
の
結
果
は
第
二
十
二
、
一
二
衰
の
如
し
。
〈
附
表
一
ニ
〉

六
七



玄
米
の
火
力
乾
鎌
試
厳
〔
一
一
一
)

六
I，¥ 

本
質
胎
に
於
て
は
、
七
時
間
後
室
温
は
四
四
二
ハ
度
、
制
米
温
は
三
六
度
に
遣
し
て
、
温
度
が
梢
高
き
に
過
ぐ
る
が
却
し
。

乾
煉
糠
米
の
水
分
は
一
一
・
八
七
%
に
し
て
、

一
・
八
一
二
%
、

一
時
間
に

0
・
0
七
六
併
を
低
下
し
た
り
。

乾
燥
前
に
粗
米
は
三
五
一
ニ
・
四
八
同
友
り
し
が
、
乾
燥
後
に
三
四
六
二
五
同
に
た
り

τ、
七
・
コ
一
三
同
、
卸
ち
一
一
・
O
七
針
。
ぞ
減
じ
た
り
e

容
量
は
三
石
六
斗
に
つ
き
八
升
二
合
、
即
ち
二
・
二
八
併
減
少
せ
り
。

胴
割
米
歩
合
は
平
均
三
六
・八
併
に
し
て
四
・
七
%
&
増
加
せ
hv。
之
は
乾
燥
米
の
水
分
に
封
し

τ温
度
が
梢
高
か
り
し
に
よ
る
な
タ
。

容
積
重
も
約
六

g
増
加
し
て
乾
燥
の
良
好
守
示
せ
り
。

色
樺
、
米
質
は
良
好
な
り
。

此
貰
験
は
、
普
通
の
農
家
が
玄
米
を
一
四
・
五
M
W
位
に
乾
操
す
る
も
の
を
更
に
一
段
乾
燥
し
て
、
水
分
を
一
二
・
五
%
に
し
、
貯
臓
に
遁
嘗

ず
る
米
に
迄
乾
操
す
る
例
と
見
る
べ
し
。
機
械
乾
燥
の
例
に
よ
れ
ば
、
粗
米
の
温
度
は
水
分
一
四
併
の
粗
米
に
て
は
三
三
度
に
止
む
る
を
可

左
り
と
す
る
が
放
に
、
此
貨
験
に
於
て
も
室
温
を
少
し
く
下
げ
、
米
温
を
少
し
く
下
げ
し
な
ら
ば
、
胴
割
米
を
少
く
せ
し
た
る
べ
し
。

=
ハ
、
組
米
韓
燥
賓
験

其
四

研
究
所
産
混
合
籾
米
を
用
ひ
て
、
昭
和
十
二
年
一
一
一
月
一
日
午
前
九
時
傘
よ
り
翌
朝
九
時
牟
迄
乾
操
せ
り
。
水
分
合
量
は

一
四
・
二
併
に
し

ィ

、

試

料

及

び

方

法

て
、
乾
煉
方
法
は
前
固
に
同
じ
。

相
、
結

果



置
験
の
結
果
は
第
二
十
四
、
五
衰
の
如
し
。
〈
附
京
一
ニ
v

室の温度.漁度並に観米の温度(播氏〉

調査事項
玄米の温度

室温 濃度
槻1I棚3I棚or初7I棚9

70C833 % 7・000'7・ooc最 初 7.ooC 7.ooC'i 7.0ロC

及乾燥び申最の低割長高度高温 39.5 41.5 筏弘O 国.0 34.0 34.0 33.0 

最後(24時開後〉 15.5 56.8 16.2 15.9 15・9116.5 15.5 
よ

三男一日午前十時気温7.50C.協度71%傭考

乾燥米の性歌

調

12.5 

215.9 

七
l
A時
間
後
に
室
温
は
最
高
三
九
・
五
度
、
組
米
温
は
三
臥

第二十四表

卒均

後

棚 8

39.5 38.7 

208.0 

度
に
撞
し
て
、
適
首
の
温
度
に
た
り
た
り
。
水
分
含
量
は
乾
燥
後

に
一
二
・
四
一
ニ
，
%
に
な
り
て
、

一
・
七
七
%
即
ち
一
時
間
毎
に

0
・

燥

棚 5棚 2

第二十五表

項

籾米水分合震%

支1開制米歩合%
米 l容E貴重1/41g

O
七
四
%
を
低
下
し
た
り
。

叉
三
五
二
・
九
八
回
の
粗
米
が
乾
燥
に
よ
り
て
三
四
五
・
八
六
同

に
な
り
七
・
一
二
同
帥
ち
一
一
・

O
二
u
w
を
減
じ
た
り
。

容
量
は
三
石
六
斗
に
つ
き
六
升
三
合
、
帥
ち

一
・
七
五
u
m
を
減

司区査

じ
た
り
。

胴
割
米
は
平
均
僅
か
に

0
・八
dwを
増
せ
し
に
過
ぎ
ざ
る
放
に
、

此
賠
よ
り
す
れ
ば
成
績
は
甚
だ
可
な
り
。

容
積
重
も
亦
大
に
増
加
し
て
、
良
く
乾
燥
せ
ら
れ
し
を
示
す
。

色
津
、
米
質
は
良
好
た
り
。

-
七
、
籾
米
韓
燥
結
果
の
穂
括

以
上
回
回
の
組
米
の
乾
燥
結
果
を
一
表
に
纏
む
れ
ば
第
二
十
六
表
の
如
し
。
温
度
の
高
き
も
の
よ
り
排
列
し
て
、
温
度
と
乾
燥
と
の
結
果

玄
米
の
火
力
乾
燥
試
段
門
一
一
一
】

六
九
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各棚の玄米の水分減少量

時?其 其 其 其 主主
其六 其 其

d I 一 一 一一一 四 五 七 入
一

玄糊米前の軍I1品 1品 1tz。ゐ 15~~1 1誌5品5 1捻 kg 

1C下〉 O.卸 0.48 0.45 0.36 0.43 O.日 0.45 0.55 4.02 

2 O.印 0，却 0.41 0，31 0.42 0.47 0.41 0.45 .:l.45 

3 O.印 0.43 0.40 0.31 0.41 0.45 0.41 0.43 3.44 
右 4 0.55 0.40 0.45 0.31 0.38 0.42 0.42 0.45 a羽
5 O.印 0.38 0.40 0.31 0.41 0.44 0.43 0.46 3.43 

側 6 O.印 0.40 0.40 0.36 0.42 O.日 0.41 0.47 3.弱

7 0.62 0.40 0.43 0.36 0.42 0.55 0.43 0.45 3.部

8 0.55 0.44 0.40 0.36 0.51 0.55 0.45 0.43 3.印

9(上〉 0.51 0.28 O.泊 0.36 0.41 0.45 0.37 O.沼 2.94 

10C下〉 O.印 。印 O.臼 。36 0.61 0.67 0.53 0.43 4.23 

11 0.55 0.43 0.48 0.36 0.39 0.59 0.47 0.37 3.64 

12 0，55 O.お 0.45 0.31 O.お 0.45 0.45 0.38 3.25 
左13 0.60 0.33 0.45 0.34 O.お 0.52 0.46 O.却 3.41 

14 0.印 0.20 0.伺 0.34 0.35 0.52 0.46 0.41 3，36 

倶115 0.55 。泊 0.49 0.34 O.詔 0.52 0.46 0.45 3.58 

16 O.田 O.却 0.49 0.36 O.羽 0.60 0.44 0.37 3.42 

17 0.55 0.3) 0.48 0.36 0.38 O.日 0.46 0.35 3.43 

18(上〉 0.45 0.19 0.38 0.27 0.31 0.47 O.柏 0.35 2.82 

第二十七表

玄
米
の
火
力
乾
録
試
駿
(
一
一
一
)

各欄上シャーレ中の水の蒸散量(玄米乾燥の時〉

凶~l 其 3毛 3毛 其 3毛 其 英 其 計合一 一 四 五 六 七 7¥. 一
cc cc cc cc cc cc むC C巴

の分量
却 20 20 20 却 2D 20 却

10(下〉 8.回 7.日 8，77 6.38 7.01 11.3) 11.99 8.29 

11 7.42 5.80 6.77 4.95 7.14 9.24 10.45 8.31 60.曲 l

12 7.咽 5.部 6.36 4-10 5.70 7.45 8.10 6.却 50.65 
13 7.01 5.15 6.37 4.14 5.43 7.伺 8.24 6.67 日.田
14 7.18 3.91 6.48 4.94 5.23 8.36 9.19 7.82 日.11
15 8.24 5.'白 6.回 5.40 6.87 9.31 10.17 8.52 印.79
16 7.河 4.回 7.回 7.倒 5.76 11羽 11.67 10.21 66.19 I 
17 7・沼 4.55 7.89 7お 5.75 10.日 10.70 9.河 63.87 I 
18(上〉 8.却 5.46 9.99 5.86 5.54 10.65 10.86 8.29 65.04 

3.24 2.16 3.55 5.43 4.日 4.69 4.95 

第二十八表

-七

封照は百葉箱IF備考



支
米
の
火
力
乾
燥
試
酸
ハ
一
一
一
〉

各欄の楓米の水分減少量

事業
四
一
均
附

英
三
一
再
制一
i
・

兵
二

一常招

可
l
nヨ

第二十九表

時計
同言語

其

回

殴

何

回

田

山

間

山

創

印

綿

'

'

占

噌

EA.

，Ea・
噌

Ea・
噌

E
E
-
'
a
a
-

噌

E
a・
噌

EE-

噌
・
a・

0.55 

0.42 

0.37 

Q.40 

0.45 

0.45 

0.51 

0.55 

0.43 

日

凋

凋

崎

市

川

市

川

相

勿

g

n
u
n
U
《

U
《

u
n
u
内

U
n
u
n
u
n
u

m

切

符

お

信

仰

但
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お

羽

n
u
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n
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n
u
n
u
 

初

旬

Mm
お

剖

お

初

犯

鈎

n
u
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n
u
n
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n
u
n
u
n
u
n
U
内

U

1(下〉

2 

3 

右 4

5 

flIiJ 6 

7 

8 

9(上〉

M
別

院

柏

崎

m
w
m
w
w

回
目
出
畑
山

.，a
-
-
E
-
-

噌

Ea.

，EA-
噌

E
.. 

，Ea
-
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E晶
噌

E--
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m
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拘
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お

お

お

初

m判
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出

o
a
a
a
a
a
a
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白

川

知

特

俗

的

相

関

牌

明

白

羽

a
a
n
u
a
a
a
a
a
G
 

特

"

“

お

お

お

却

却

お

g

n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
内

u
n
u
n
u
n
U

10(下J

11 

12 

左13

14 

側15

16 

17 

18(上司

七

呆
は
第
二
十
七
表

l
一
二
十
衰
の
如
し
・

此
乾
燥
室
に
於
て
、
棚
の
上
下
の
位
置

に
よ
り
、
米
の
乾
燥
欣
態
に
差
異
あ
り
や

否
や
を
見
る
に
、
第
二
十
七
表
及
び
第
二

十
九
表
に
よ
れ
ば
、
最
下
棚
が
最
も
乾
燥

し
易
〈
、
最
上
欄
が
最
も
乾
惜
し
総
く
、

其
中
間
に
あ
る
欄
は
上
下
の
位
置
に
よ
り

て
一
定
の
傾
向
を
示
さ
や
，
。
何
れ
も
大
暢

相
同
い
振
態
に
あ
る
が
如
し
。
此
黙
主
匂

云
へ
ば
、
中
聞
の
棚
に
於
て
は
熱
風
の
通

過
が
大
横
一
様
に
行
は
れ
た
る
が
如
し
。

失
に
シ
ャ
ー
レ
に
入
れ
た
る
水
分
の
蒸
散
の
献
態
脅
見
れ
ば
、
最
下
の
棚
に
於
て
甚
大
に
し
て
、
次
は
最
上
の
棚
な
り
。
雨
者
の
中
聞
に

あ
る
も
の
は
、
上
下
の
位
置
に
よ
り
て
一
定
の
傾
向
た
し
。

米
の
乾
燥
と
シ
ャ
ー
レ
の
水
分
蒸
散
・
と
は
並
行
す
ペ
き
も
の
L
如
く
な
る
に
、
最
上
部
の
棚
の
米
は
乾
燥
珂悲
し
き
に
拘
ら
や
、

シ
ャ
ー
レ

の
水
分
蒸
散
は
反
っ
て
牛
へ
な
る
が
如
き
矛
盾
を
示
せ
り
。
と
れ
は
最
上
棚
の
シ
ャ
ー
レ
は
排
気
孔
に
近
き
放
に
、
排
気
と
共
に
蒸
散
が
速
か

な
れ
H

と
、
玄
米
設
に
籾
米
の
中
に
含
ま
る
a
A

水
分
は
、
間
平
に
空
気
の
動
き
の
み
に
よ
っ
て
殻
散
せ
ら
る
L
も
の
に
あ
ら
守
し
て
、
柑
温
度
に



各棚上~ヤーレ中の水の

蒸散量(親米乾操の時〉

第三寸表

ヰタ|業 尖 其 其 ぷE当3h 

一 一 一一 四 計一
cc cc cc cc cc 
加 20 20 却 一

10(下〉 9.15 10.35 9.81 7.32 36.回

11 7.98 9.42 8.48 6.句 32.82 

12 6.68 7.田 7.回 6.45 28.回

13 6.均 7.19 a∞ 6.筋 部.67

14 7.33 7.24 8.61 7.∞ 30.18 
15 7.65 7.81 8.田 7.12 31.51 

16 7.48 7.伺 8.98 7.10 泊.35

17 7.∞ 7.46 9.93 7.泊 31.77 

18(上〉 8.47 7.96 9.72 8.日 34.68 

5.67 2.37 1.94 2.29 9.98 

支
配
せ
ら
る
L
と
と
寧
ろ
大
た
り
。
然
る
に
後
に
第
三
十
三
表

に
で
一
本
す
が
如
く
、
最
上
部
の
棚
は
温
度
低
き
が
放
に
、
合
有

水
分
の
費
散
が
少
く
し
て
矯
め
に
乾
燥
が
不
良
た
り
し
な
り
。

一
丸
、
考

察

封聞は百葉箱中

一
、
室
の
温
度
と
米
の
温
度

乾
燥
貰
験
は
毎
回
二
十
四
時
間
艇
績
せ
る
が
、
夜
間
毎
時
間

米
温
を
臨
検
す
る
と
と
能
は
ぎ
り
し
故
に
、
勢
ひ
登
聞
の
み
米

温
を
計
り
、
室
温
は
自
記
寒
暖
計
に
よ
っ
て
壷
夜
観
測
せ
り
。

備考

而
し
て
玄
米
乾
燥
に
於
で
は
、
賓
験
共
一
よ
り
其
六
迄
は
朝
九

朝
九
時
に
最
後
を
測
り
た
り
。
両
し
て
右
六
回
の
翻
測
に
於
て
は
、
温
度
の
上
昇
の
献
況
を
知
る
な
り
。

時
よ
り
一
時
間
毎
に
米
温
を
翻
測
し
て
夕
刻
五
時
に
終
り
、
翌

賓
験
共
七
に
於
て
は
、
午
後
五
時
に
乾
燥
を
始
め
、
共
八
に
て
は
夜
間
零
時
に
始
め
て
、
夜
間
放
置
し
、
何
れ
も
翌
朝
九
時
よ
り
米
温
を

検
せ
し
放
に
、
此
二
回
の
米
温
は
何
れ
も
温
度
の
降
下
し
つ
L
あ
る
時
の
翻
測
な
り
。

〈
附
表

質
験
一

l
六
の
一
時
間
毎
の
室
溢
と
、
そ
の
時
の
第
五
段
の
棚
の
米
温
と
を
、
各
平
均
に
て
表
は
せ
ば
、
第
三
十
一
表
の
如
L
。

一、
一一、ー'

玄
米
の
火
力
乾
燥
試
曲
園
芸
一
ν

七



界温時の室温と米温.午前九時

三0一四五分に乾操開始

第三十ー表

玄
米
の
火
力
乾
燥
試
睡
眠
ハ
一
一
一
v
室
温
の
上
昇
は
念
た
る
も
、
米
温
の
上
昇
は
之
に
仲
は
守
し
て
遅
れ
、
八
時
間
後
に
於
て
四
・
六
度
低
し
。

七
回

本
試
験
の
平
均
に
於
て
、
室
温
は
七
時
間
後
、
米
温
は
八
時
間
後
に
大
約
最
高
に
達
し
た
り
。
而
し
て
低
下

す
る
時
は
米
温
の
降
下
は
室
温
よ
り
も
遁
る
L
故
に
、
二
十
四
時
間
後
に

乾
燥
を
終
り
し
時
に
は
、
米
温
が
室
温
よ
り
も

0
・
六
度
高
か
り

L
o
と

れ
米
は
放
熱
緩
徐
た
る
が
鴛
友
り
。
向
賓
験
七
、
八
に
於
て
、
そ
の
開
係

を
見
れ
ば
第
三
十
二
衰
の
如
し
。

賓
験
其
八
は
乾
燥
開
始
九
時
間
後
よ
り
十
七
時
間
迄
の
温
度
観
測
に
し

τ、
温
度
が
最
高
よ
り
降
下
し
始
め
た
る
時
な
る
故
に
、
米
温
は
室
温
よ

り
も
低
け
れ
E
も
、
漸
次
そ
の
差
は
減
少
し
て
、

十
七
時
間
後
に
は
、
米

温
が
反
っ
て
室
温
よ
り
も
高
く
な
り
た
り
。
次
に
賓
験
共
七
は
乾
燥
着
手

十
五
時
間
後
よ
り
最
後
迄
翻
測
し
た
る
結
果
に
し
て
、
・
大
儒
共
八
の
槙
き

と
見
ら
る
べ
き
も
の
た
り
。
と
れ
に
よ
れ
ば
米
温
が
室
温
よ
り
も
常
に
高

し。
前
に
述
べ
し
乾
燥
開
始
よ
り
八
時
間
迄
、
九
時
間
よ
り
十
七
時
間
迄
・

十
六
時
間
よ
り
廿
四
時
間
迄
の
温
度
は
相
蓮
積
せ
る
も
の
と
見
倣
す
と
と

を
得
べ
く
、
三
者
を
合
せ
考
ふ
る
と
き
は
、
始
め
八
時
間
は
昇
温
時
聞
に
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担.5

17.8 

30.4 

lln 

平

時

時

度

1

1

混

後

後

の

午

午

降

り

り

5

よ

よ

後

暗

町

時

午

9

9

前
齢
制
む

8

午
什
午
バ
リ

一
'
均
'
均

1
h
U
8
卒
7
卒

駿
ゆ
敏
の
臓
の

貸
均
貨
迄
寅
迄

度温

し
て
、
米
温
が
室
温
よ
り
も
低
温
な
る
は
云
ふ
迄
も
た
く
、
そ
の
後
漸
次
低
温
と
な
り
て
、
室
温
と
米
温
と

七
時
間
後
に
雨
者
合
致
し
、
そ

の
後
に
は
米
温
が
反
っ
て
室
温
よ
り
も
高
き
な
り
。
そ
の
献
態
は
第
二
圃
の
如
し
。

の
義
は
漸
共
減
少
す
る
も
、
未
だ
米
温
が
室
温
よ
り
も
低
く
し
て
、
十
六
、

勿
論
右
温
度
の
鍋
変
化
は
、
乾
燥
室
及
び
之
に
用
ふ
る
療
費
の
散
の
異
る
に
よ
り
て
異
る
べ
き
も
の
念
り
。

さ
れ
ど
室
の
温
度
が
上
昇
し
、
や
が
て
低
下
す
る
時
に
、
米
の
温
度
が
之
に
伴
ひ
て
雌
異
化
す
る
棋
況
は
右
に

述
べ
た
る
と
同
巴
か
る
べ
し
。

二
、
棚
の
高
さ
と
米
温

前
項
に
於
て
室
温
と
米
温
と
の
闘
係
に
つ
き
で
述
べ
た
る
は
、
室
の
中
央
並
に
中
央
の
棚
第
五
段
に
つ
き

て
念
り
。
さ
れ
ど
室
の
温
度
は
高
さ
に
よ
り
て
異
る
が
放
に
、
従
っ
て
米
温
も
高
台
に
よ
り
て
異
る
べ
し
。

例
へ
ば
賢
験
一

l
六
に
於
て
、
温
度
最
高
に
遣
し
た
る
時
卸
ち
午
後
五
時
〈
乾
燥
開
始
八
時
間
後
〉
に
於
け

る
米
の
温
度
を
見
れ
ば
、
第
三
十
三
衰
の
如
し
。
叉
賓
験
八
、
七
に
於
て
温
度
が
低
下
し
つ
L
あ
る
時
の
棚

の
位
置
と
米
温
と
の
関
係
を
見
れ
ば
、
同
じ
〈
第
三
十
三
衰
の
如
し
。

普
通
に
室
温
は
下
部
よ
り
も
上
部
に
於
て
高
き
が
故
に
、
米
温
も
亦
上
部
に
於
て
大
な
る
筈
去
り
。
き
れ

ど
此
乾
燥
室
に
て
は
底
部
に
熱
源
あ
り
て
、
之
よ
り
熱
が
上
方
に
及
ぶ
も
の
な
る
故
に
、
熱
源
に
近
き
所
に
於

て
米
の
温
度
が
高
く
、
上
部
に
至
る
に
従
ひ
て
低
き
た
り
。
而
し
て
上
下
の
位
置
に
よ
る
米
温
の
差
異
は
一

ー
二
度
に
過
ぎ
ざ
れ
ど
、
之
が
乾
燥
に
及
怯
す
影
響
は
↓
へ
た
る
も
の
な
れ
y

。
さ
れ
H
C
温
度
が
降
る
時
は
、
最

玄
米
の
火
力
乾
燥
試
厳
ハ
一
-
一
M

七
五
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下
の
棚
は
綾
早
や
最
高
温
に
あ
ら
歩
し
て
、
反
っ
て
中
部
の
欄
に
於
て
温
度
高
し
。
最
上
部
は
外
気
と
接
崩
す
る
が
故
に
温
度
は
常
に
低
し
。

一
二
、
米
の
乾
燥
と
欄
と
の
開
係

此
賓
験
に
用
ひ
し
乾
燥
室
に
て
は
、
最
下
の
棚
は
熱
源
に
近
き
篤
め
に
、
米
の
乾
燥
が
最
も
良
好
た
る
に
反
し
、
最
上
の
棚
は
熱
旗
に
最

も
渇
く
且
つ
排
気
孔
に
接
近
せ
る
矯
め
温
度
低
き
故
に
、
米
の
乾
燥
最
も
劣
れ
り
。
そ
の
他
の
中
間
棚
に
て
は
、
熱
気
通
過
の
欣
態
同
じ
か

り
し
矯
め
か
、
乾
燥
の
紙
態
も
犬
韓
に
於
て
同
じ
。
最
下
部
の
棚
が
他
よ
り
も
乾
燥
進
み
て
篤
め
に
胴
割
米
を
多
く
生
じ
易
く
‘
最
上
部
の

欄
は
低
温
に
し
て
乾
操
が
不
良
怠
る
故
に
、
此
二
段
を
用
ひ
ざ
る
を
可
と
す
べ
し
。
さ
れ
E
二
段
を
用
ひ
ざ
る
は
利
用
車
を
低
下
す
る
が
放

に
、
此
等
ニ
段
を
用
ふ
る
と
同
時
に
、
最
下
欄
の
下
部
に
別
に
欄
、
最
上
欄
の
上
部
に
向
別
欄
を
作
り
、
是
等
を
乾
燥
欄
に
用
び
守
し
て
、

間
早
に
温
熱
調
節
用
に
一
供
せ
し
む
れ
ば
、
右
の
猷
黙
を
除
き
て
、
上
下
全
部
の
欄
に
於
て
、
梢
均
一
に
乾
悌
せ
し
め
得
ぺ
し
・

四
、
米

質

玄
米
や
前
記
の
温
度
範
囲
に
て
乾
燥
し
た
る
結
果
を
見
る
に
、
米
質
に
は
敢
て
悪
影
響
と
認
む
べ
き
も
の
な
し
。
水
分
約
一
六
%
の
玄
米

を
室
温
最
高
三
五
度
、
米
温
最
高
一
一
一

O
度
に
止
め
て
、
通
気
を
よ
く
し
て
、
廿
四
時
間
乾
燥
す
れ
ば
水
分
約
二
・
四
%
を
低
減
せ
し
め
、
胴

籾
米
乾
燥
や
玄
米
乾
煉
に
比
較
す
れ
ば
、
籾
殻
に
て
包
ま
る
L
矯
め
に
温
度
を
玄
米
の
場
合
よ
り
高
む
る
も
釜
支
な
く
、
約
五
度
高
め
て

割
米
歩
合
増
加
を
一
二
%
位
に
止
め
得
ぺ
〈
、
容
積
重
は
常
に
若
干
増
加
す
る
た
り
。
又
色
津
は
良
好
た
る
が
、
多
少
着
色
す
。
勿
論
之
が
篤

め
に
重
量
に
於
て
こ
・
七
un
、
容
量
に
於
て
一
ニ
1
l
四
%
の
乾
燥
減
を
来
す
は
止
む
を
得
ざ
る
所
た
り
。
故
に
玄
米
の
乾
操
は
唯
貯
戴
米
に
つ

き
て
の
み
行
ふ
可
き
も
の
に
し
て
、
然
ら
ざ
る
限
り
経
情
的
に
不
利
た
り
。

玄
米
の
火
力
乾
鍋
試
.
門
一
一
一
v

七
七

室
温
四
O
度
、
米
温
を
三
五
度
迄
に
上
昇
し
て
、
水
分
約
一
五
dw
の
韓
米
を
廿
四
時
間
乾
燥
す
れ
ば
、
水
分
を
約
一

・
五
dm
低
下
せ
し
め
得
ペ



玄
米
の
火
力
乾
燥
試
駿
門
一
一
一
v

七
入

し
。
而
し
て
胴
割
米
は
一
%
の
増
加
に
過
ぎ
守
し
て
色
津
、
米
質
可
た
り
。
色
津
、
米
質
上
よ
り
す
る
も
親
米
乾
燥
が
玄
米
ょ
の
も
良
好
た
り
。

乾
燥
に
よ
り
て
費
芽
力
を
失
ふ
や
否
や
を
試
験
し
た
り
。
玄
米
乾
燥
の
場
合
は
第
一
固
と
第
四
固
に
於
て
、
叉
組
米
に
て
は
第
二
固
と
第

三
回
と
に
於
て
、
乾
燥
前
の
蜜
芽
カ
令
乾
燥
後
の
稲
田
芽
カ
に
比
較
し
た
る
に
、
乾
燥
に
よ
り
て
費
芽
力
を
失
ふ
と
と
無
き
を
見
た
り
。
そ
の

献
況
は
第
三
十
四
衰
の
如
し
。

三一
%
8

英

一

%

98.0 

お
の
如
く
漬
芽
力
を
失
は
ざ
る
は
、
米
温
の
最
高
が
三
六
度
に
過
ぎ
ぎ
る
の
み
た
ら
夕
、
そ
の
最
高
温
の

乾燥と賞芽力

籾米乾燥..駿

期
間
は
短
き
が
故
に
、
首
然
の
結
果
た
り
。

五
、
機
械
乾
燥
と
室
内
乾
燥
と
の
比
較

機
械
乾
燥
と
室
内
乾
燥
と
を
比
較
す
れ
ば
、
各
利
害
得
失
る
り
。
帥
ち
機
械
乾
燥
に
て
は
熱
風
温
度
を
自

自
に
調
節
し
、
恒
温
に
保
ち
、
熱
風
を
吹
き
出
し
て
温
風
盛
ん
な
る
故
に
、
そ
の
舵
燥
能
率
は
大
た
り
。
よ

り
て
多
量
の
米
を
一
時
に
乾
燥
せ
ん
と
せ
ば
、
機
械
乾
燥
に
よ
る
を
可
た
り
と
す
。
さ
れ
ど
、
之
が
建
設
に

多
く
の
由
貿
用
を
要
し
、
そ
の
漣
縛
に
動
力
を
要
し
、
熱
を
失
ふ
と
と
大
な
る
矯
め
に
燃
料
を
多
く
要
し
、
又

絶
え
や
之
が
管
理
者
を
要
す
。
か
く
粧
情
的
に
不
利
な
る
を
菟
か
れ
十
。
又
玄
米
に
て
は
米
が
廻
轄
す
る
毎

成
る
可
く
廻
拙
押
せ
ざ
る
如
く
す
べ
し
。
そ
の
運
縛
使
用
の
要
領
は
就
に
報
告
し
た
る
が
如
し
。

に
肌
嬢
を
生
じ
、
色
揮
を
損
す
る
恐
あ
り
。
放
に
米
質
を
損
せ
ざ
ら
ん
と
せ
ば
勢
ひ
、
低
温
に
し
て
、
且
つ

玄米乾燥貧厳

乾燥前

乾燥後

乾
燥
室
利
用
に
て
は
、
室
温
令
一
定
に
保
つ
ニ
と
能
は
歩
。
勢
ひ
最
高
温
度
以
下
に
あ
る
時
聞
が
相
首
に
長
き
故
に
乾
燥
は
徐
-R

た
り
。

乾

且
つ
大
な
る
室
を
作
る
と
と
も
、
叉
徹
多
の
蜜
笠
置
く
る
と
tc
も
出
来
ざ
る
故
に
、
勢
ひ
多
量
の
米
を
一
時
に
乾
燥
す
る
と
と
不
能
な
り
。



宛
要
す
る
の
み
に
て
、
他
の
時
聞
は
室
を
閉
伊
り
た
る
俊
放
置
す
る
が
放
に
、
入
力
経
済
に
於
て
大
に
優
れ
h
v
。
療
費
ニ
ド
三
個
に
て
足
る
が

か
く
能
率
の
賠
が
機
械
乾
燥
に
劣
れ
h
y
。
さ
れ
"
と
人
夫
は
一
石
八
斗
の
玄
米
を
乾
燥
す
る
に
、
米
を
入
れ
或
は
出
す
時
に
約
二
人
を
一
時
間

放
に
、
燃
料
代
は
二
五

l
コ
一
八
銭
に
て
足
る
べ
く
、
椴
り
に
一
石
八
斗
の
玄
米
を
乾
燥
し
て
、
二

l
一
一
一
%
だ
け
水
分
含
量
を
低
下
せ
し
め
ん

と
し
、
米
の
取
抵
抗
ひ
人
夫
二
人
に
て
各
一
時
間
と
し
、
煉
茨
二
個
を
用
ひ
た
り
と
せ
ば
、
左
記
計
算
の
如
く
玄
米
一
石
の
乾
燥
費
は
二
十
三

銭
に
て
足
れ
h
p
。
且
つ
欄
&
摘
大
し
、
自
家
努
力
を
飴
剰
努
力
利
用
と
見
倣
す
と
き
は
、
更
に
石
首
り
乾
燥
費
は
減
少
す
ぺ
し
。

乾
燥
に
要
す
る
費
用

玄
米
一
石
八
斗
を
水
分
合
量
低
下
ニ

l
一一一%

米
を
運
び
欄
に
繍
ぐ
る
人
夫
四
0
分
間
宛
戸

乾
燥
後
米
を
取
り
出
す
人
夫
一
八
分
間
宛
『

煉
炭
二
個
:
j
i
-
-
:
二
五
銭

男
二
人
:
:
:
:
・
ニ

O
銭

玄
米
一
石
嘗
り
乾
燥
費
:
:
:
二
二
・
五
銭
也

乾
燥
室
は
乾
燥
機
に
北
し
通
風
制
限
か
ら
歩
、
徐
身
に
屋
上
の
排
気
孔
よ
り
端
熱
気
を
出
す
に
過
ぎ
ざ
る
故
に
、
熱
の
利
用
が
極
め
て
犬
た

り
。
米
は
棚
上
に
静
止
し
て
、
廻
輔
せ
ぎ
る
故
に
、
肌
擦
を
生
守
る
と
と
無
く
、
色
揮
を
損
す
る
と
と
少
た
し
.
と
れ
機
械
乾
燥
に
比
し
て

大
に
勝
れ
る
鮪
た
り
。
叉
乾
燥
室
は
米
の
乾
燥
時
以
外
は
牧
納
室
と
し
て
、
或
は
小
葬
其
他
の
農
産
物
の
乾
燥
に
も
利
用
し
、
或
は
爆
薬
室
に

も
用
ひ
得
る
と
と
、
多
く
の
建
設
費
を
要
せ
ざ
る
と
と
等
も
乾
燥
室
の
優
世
間
と
認
む
べ
し
.
又
籾
米
は
、
玄
米
よ
り
‘
乾
嫌
に
遁
す
べ
し
。

要
す
る
に
舵
燥
機
は
犬
量
を
乾
燥
す
る
に
用
ふ
べ
し
。
さ
れ
ど
米
質
を
損
す
る
恐
あ
り
、
且
艇
也
震
を
要
す
る
歓
臨
あ
h
y
。
乾
燥
室
は
大
量
を

一
時
に
乾
燥
す
る
と
と
能
は
歩
、
能
率
小
な
れ
"
と
も
、
米
質
を
揖
す
る
と
と
少
念
〈
、
且
つ
粧
費
少
を
放
に
農
家
に
濁
す
と
云
ふ
べ
し
。

玄
米
の
火
力
乾
燥
試
・

2
一一)

七
九



玄
米
の
火
力
乾
燥
試
厳
(
一
一
一
)

7¥ 
0 

只
設
に
附
言
す
べ
き
は
、
第
十
七
表
に

τ示
し
た
る
が
如
く
、

舵
燥
減
が
容
量
に
つ
き
約
一
二
l
l
四
dwた
る
故
に
、
仮
に
コ
一
・
五
%
な
り
と

す
れ
ば
一
石
に
つ
き
三
升
五
合
を
減
歩
。
よ
り
て
米
債
石
三
十
聞
な
る
と
き
は
一
闇
五
銭
を
援
す
。
前
記
乾
操
費
石
二
十
三
鐘
を
加
ふ
れ
ば

一
石
に
つ
き
一
回
二
十
八
銭
を
要
す
る
が
故
に
、
乾
燥
米
は
少
く
も
一
間
五
十
銭
高
債
に
費
却
せ
ざ
る
べ
か
ら
や
。
こ
れ
質
際
に
つ
き
て
考

慮
す
べ
き
貼
訟
り
さ
ず
。

ニO
、
摘

要

時
間
乾
燥
せ
ば
、

水
分
合
量
を
約
二
・
四
%
低
下
せ
し
め
得
ぺ
し
。
而
し
て
、
胴
割
米
増
加
は
平
均
三
dw
に
過
ぎ
守
、

容
積
重
は
増
加

一
、
昭
和
十
二
年
一

、
二
、
三
月
の
聞
に
、
簡
易
火
力
乾
燥
室
〈
煉
炭
使
用
V

に
於
て
、
玄
米
に
つ
き
で
八
回
、
親
米
に
う
ま
て
四
回
乾
燥
試

胎
を
行
ひ
て
、
乾
燥
室
温
並
に
米
温
が
米
の
性
献
に
及
除
す
影
響
を
研
究
し
て
、
以
て
最
埴
の
室
温
並
に
米
温
を
決
定
し
た
り
。

二
、
簡
易
乾
燥
室
を
用
ひ
て
、
水
分
二
ハ
d
m
の
玄
米
を
乾
か
す
時
に
は
、
室
温
を
最
高
揖
氏
三
五
度
、
米
温
を
三
O
度
に
保
ち
て
、
二
十
四

し
、
米
貿
は
良
く
し
て
、
佐
棋
の
結
果
は
良
好
な
り
。
さ
れ
ど
乾
燥
誠
を
仲
ふ
と
と
は
止
む
を
得
ざ
る
友
り
。

三
、
水
分
一
五
%
の
担
米
を
乾
か
す
時
に
は
、
室
温
を
最
高
揖
氏
四
O
皮
に
友
し
、
親
米
湿
の
畳
高
島
官
三
五
度
迄
に
止
む
れ
ば
、
二
十
四
時

聞
に
て
、
水
分
合
量
を
約
了
五
%
低
下
せ
し
め
得
ぺ
く
、
胴
割
米
増
加
も
約
一

μ
に
し
て
、
米
質
も
良
好
た
り
。

四
、
室
温
並
に
米
温
の
鍵
化
を
見
る
に
、
乾
燥
を
始
む
る
や
、
室
温
と
共
に
米
温
は
上
昇
し
て
、
最
高
温
に
遺
す
る
時
刻
は
室
の
構
造
及
び

燃
料
に
よ
り
て
異
る
が
、
本
試
験
に
て
は
室
温
は
七
時
間
後
、
米
温
は
八
時
間
後
た
り
。
而
し
て
米
温
は
室
温
よ
り
も
低
し
・
さ
れ
E
、温

度
が
降
下
す
る
時
は
、
米
温
は
室
温
よ
り
も
降
る
と
と
緩
徐
な
る
鴛
め
相
接
近
し
、
十
六
時
間
或
は
十
七
時
間
後
に
は
雨
者
相
一
致
し
、



以
後
は
米
温
が
室
温
よ
り
も
高
し
。

五
、
此
乾
操
室
に
て
は
下
部
に
熱
源
、
天
井
に
排
気
孔
あ
る
矯
め
、
昇
温
時
に
は
、
比
較
的
に
最
下
の
棚
の
温
度
が
最
も
高
く
、
最
上
の
棚

に
於
て
温
度
最
も
低
し
・
さ
れ
ど
温
度
が
降
下
せ
し
時
に
は
、
最
下
の
棚
は
最
高
温
に
あ
ら
守
し
て
、
反
っ
て
中
部
の
棚
に
於
て
温
度
高

し
.
最
上
棚
は
依
然
低
温
な
り
。
よ
り
て
、
か
く
の
如
き
室
に
て
は
最
上
棚
の
上
、
並
に
最
下
欄
の
下
に
各
不
用
槻
を
設
く
る
等
に
よ
り
、

温
度
調
節
を
圃
る
を
調
蛍
た
り
と
す
。

六
、
乾
燥
室
を
乾
燥
機
に
比
較
す
る
に
、
乾
燥
能
率
は
ゆ
に
し

τ、
多
量
の
米
を
念
に
乾
燥
す
る
に
誼
せ
ざ
れ
E
、
建
設
費
少
く
、
牧
納
室

燦
蒸
室
等
に
利
用
し
得
ぺ
く
、
熱
の
損
失
少
く
、
努
力
を
要
す
る
と
と
も
亦
少
く
、
矯
め
に
廉
債
に
て
米
を
乾
燥
し
得
る
の
優
船
あ
り
て
、

農
家
に
遁
せ
り
。
且
つ
米
を
姐
縛
す
る
の
要
な
く
、
且
つ
徐
々
に
乾
悌
す
る
が
故
に
肌
擦
を
生
ぜ
や
し
て
、
米
貿
を
損
す
る
と
と
少
し
。
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玄
米
の
火
力
乾
燥
試
験

2
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人

乾燥室に於ける玄米の温度

...I1!J 観測時刻室温 繍i:1 玄米祖 l 考
様棚1I棚3I棚oI棚7I捌9 備
CC /。。〆

1問81 自
。C

i 
午前 9時 6.5 78 6.0 
1011 13.5 59 8.0 日午前九
1111 2261 .. 0 0 47 15.0 

時に乾燥1211 46 20.0 
共 着手
午後 111 35.5 40 27.5 
211 

34岨46C9L820 O 0 

40 鈎::沼.0 33.0 一 311 40 お. 35.0 33.5 
411 40 施。 36.0 35-5 
も" 41 

3154..5 5 お:i35.0 34.5 
翌朝9時三ド 11.5 72 14. 14.5 14.0 

4da 76 4.0 4.0 

2g211Se7a496弘-aa qu 叫l 1lZ6aS4k0 o 5 5 

64 .. 02|1 一月甘六
1011 9.5! 69 6.5， 6.5 
12.5 句 10.0 8.5 9.0 日午前九

共 1211 19.5 日 16.5 13.5 15.0 時に乾燥

午後 111 26.0 47 22.5 20.0 19.5 21.0 着手
211 32.0 43 27.0 25.0 26.0 26.0 

- 1 311 33.5 41 29.0 27.5 27.0 27.0 
31.5 29.5 29.0 

511 a.5 30.5 29.5 

翌朝 911 51 12.0 11.5 11.5， 11.0/ 

午前 9時 iiiii 4.5 4.5 4.5 

158Z45 5 5 5 

一月廿J¥.
1011 5.5 5.5 5.5 日午前九1111 10.0 7.5 9.5 

共 1211 13.5 12.5 13.5 時に乾燥

午後 111
223592.3 .0 。51 22216aZ7S 0 0 2 

17.0 
221693 ... 0 5 5 
18.0 着手

211 45 20.0 21.0 
一 3" 42 25.0 

411 担.0 41 26.0 27.5 
511 お.3 41 27.5 28.3 

翌朝 911 14.5 52 15. 15.0 15.( 

午前 9時 5.0 5.0~ 5.0 
54 0 d 01 
I158a2疋£ z t 

一月対日
1011 6.0 6.5 6.5 6. 

午前九時1111 11.6 11.8 11.0 12 
其 1211 13.5 14.0 14.0 13. に乾燥着

午後 111
2217250 ..0 。17.0 17.0 17.0 1158..U 3 手211 22.0 2I.O 20.5 

四 311 51 23.8 25.0 24.0 包.3
411 49 29.5 28.0 28.5 28.5 27.5 
511 48 却.5 27.8 28.0 却;27.2 

翌朝 911 印.0 14.0 14.0 14.0 12.5 

開表ー
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乾燥蜜iζ於砂る玄米の温度

玄 米

考 f
棚3I 
3百
5.0i 
7.01 
10.0 
16.5 

o" /~ 

72 
71 
67 
57 

21.8 
24.5 
27.5 
29.0 
29.5 

21.5 
25.0 
27.5 
29.0 
29.51 

附表二

室温|関係
岨|漏度
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却j
お.5

リ

-

叫
奮
気

一

時

一

O

』

沼

間

一

観

一

ー

叫

H
U

-

ロ
D

一

敏

一

賞

一

時
M
H
H
H

n
v
n
U
唱

A
円

4

噌

i

・4
1‘

前午

回
居
間
判
的
拍
但

午後 111
211 
311 
4" 
511 

共

五

玄
米
の
火
カ
乾
燥
訟
駿
ハ
一
一
一
ν

ニ周五日

午前九時

に乾燥着

手
29.5 
32.9 
32.9: 
35.0 
35.0 

二月八日

午後五時

に乾燥着

手

30.日
29.日
28.0: 
27.8l 

16.0: 

n
v
N同
制
叫
吋
叫

Nul-
-
du
-
-
-
一ll川
叫
内
叫
凶
叫
N
u

ma
沼

辺

お

お

げ

一

m
a
mげ

IZ5i 

7.0 
7.0 
15.3 
21.5 

29.01 
31.5 
32.6 
34.0 
34.8 

12.5 

-
1
1
j
i
l刊
叫
州
出
問
削
M
1
1
NUl0

0

5

0

和

一qFh
広
叫
陣
営

z
z
g
12.5 

7.0 
7.8 
13.0 
19.5 

28.51 

沼.α
34.α 
35.α 

n
u
n
u
n
O
町

'
k
u

お
却
お
お
町
制

52 

日
関
節
団

.m制
伺
位
指
伺

12.3 翌朝 911

午前 9時
1011 
1111 
1211 

午後 111
211 
311 
411 
511 

共

...... 
"、 41.5 

40.7 

17.5 

22・5
21.5 
釦.0
18.2 

17.0 55 

ω伺
お
お

17.01 

22.0， 
21.01 
19.5i 
17.0 

翌朝 911

午前 9時 1
10" i 
1111 1 
1211 1 

16.5 
16.0 
14.5 
13.0 

15.51 
15.0 
14.51 
13.0 

伺
M
M
M明
m
w

二局十七

日午前零

時に乾燥

着手

31.5 
30.0 
29.5 
28.5 

釦・51
29.5 
29.0 
28.0 

30.5 
29.5 
28.5 
27.6 

31.0 
30.0 
30.0 
29.1 

m判
m判
M
t
M
M

1， 
1') 

r
D
n
U
E
U
E
U内
U

お
お
笥
剖
お

26.8 
お.3
26.3 
25.5 
24.5 

26.8 
26.3 
25.8 
25.2 
24.5 

司

，

門

U
E
u
r
o
E
D

お
お
話

m
n

28.0 
28.0 
26.8 
26.0 
25.0 

印

刷

川

町

l-M
刻
M
J

例
刻
創
刊
一

m
M
M明
m
w
M咽
m咽

H

H

N

H
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午前 9時
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311 
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5" 
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乾燥室に於ける親米の温度

午前 9時
1011 
1111 
1211 

止 考

5.5 
5.6 
10.5 
15.1 

附表三

:!1貧駿別

F
D
n
M
y
n
u
n
d円
3

mmmお
明
“
お

21.9 
26.1 
27.6 
却9
31.1 

n
U
司
&
向
。

n
U
噌

A

n
m
g
m却

3
1
3訓
|
吋
叫
i

mお
お
却
釦

M

46 
43 
43 
42 
34.1 

p
b
n
u
q
d内
o
n
u
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お
お

g
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H

H

H

H
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噌

A
n
L
q
o
n
M
Y
K
U

後午
其uu芯

L

.
I

L

1

14.0 

6.0 
10.2 
13.6 
18.8 

23.3 

15.4 

6.0 
10.3 
14.8 
19.5 

23.5 

円
6.0 
11.2 
15.0 
19.9 

25.4 

6.0 
10.5 
135 
17.0 

22.0 

回.4

問
問
団
白
川
咽

13.8 翌明9時学

rat--hh“
 n

O
R
u
q
v
Q》

am∞
m
m
 6.2 
11.8 
13.8 
19.2 

25.01 
29.5 
32.3 
34.1 
35.8 

16.21 

32-2 
34.2 
35.1 

18.9 

吹
町
4
3
4
1U
1
5
8
2
0

6
u
u
m
u
お
却
辺
倒
お
お

32.51 f 
35.6 
36.1 

18.9 

6.2 
11.4 
14.1 
19.8 

24.2 
29.9 
33.5 
35.8 
37.2 

叫

鋭
利
則
|
両
開
制
m
u
w抑
制

則

其

英

h
u円

'
v

7.0 
9.1 
13.2 
19.4 九

四
町

'
F
h
u
n
G
n
E
n
U

区

U

お
却
忽
担
割
お

n
u
z
u
n
u
n
u
n
U
A凶
7
n
u
n
u
n
U
A
3

ηbsum
お
釦
忠
弘
悦
也

7.01 
9.01 
13.2i 
19.0 

24.5 
29.0 
30，0 
32.5 
泊.0

15.9 

83.3 
74 
63 
48 

45 
42 
41.5 
43 
43 

56.8 

午前 9時
10" 
1111 
12" 

午後 1"
己H

311 
411 
511 

翌朝9時三ド

其

四

午前9時
lUII 

1211 

午後 111
~II 

3 11 1 40.61 43 
! 4" 1 41.21 43 
1 5" 1 41.01 43 I 

|翌朝9時判明 57.21

午前 9時 I 7・司 71 
1011 1 11.町 70
11" 1 20.21 70 
i2" I 29，副 56

午後;;1jsf12 
3" 1 40.21お

5" 1 44.01 41 

翌朝 9時 I 1 fi.ol fiO 
45分|ー | 一

7.0 

3
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